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外国語の書き取りの難易について

中級ドイツ語の場合

乙 政 潤

Feststellwng　der　Schwierigkeiten　beim　fremdsprachlichen　Diktat

Jun　（）tomasa

Kurze　Inhaltsangabe

　豆）ie　Schwieぎigke童ten，　dle　die　Studenten　beim　fremdsprach　lichen　Diktat　haben，　h銭ngen

weitgehe難d　1）von（圭er　Geschwindigkeit　des　Lesens，2）der　L琶nge　jedes　Satzes，　der　den　Text

ausbildet　und　3）davo餓，　wieviele　Substant圭ve琶般（玉Verbe鍛des　abstra旺（ten夏nhalts㎞Text

enthalten　si鍛d。

　Andere　gro昼e　Schwierigkeiten　bieten　aber　bestimmte　Wortarten，餓mlich　der　Artikel，　das

Pronomem　u韮d　das　Adverb．　Sie　dr慧cken　eher　die　Beziehu且ge葺zwische貧de織W6rtem　im　Tex重

◎der　das　modale　Verha玉ten　des　Senders　gegen　den　Sachverha茎t　aus　als　den　begτi鐙重chen　Inhalt．

Die　Abstra｝（theit　der　S殺bstant圭ve，　Adejektive　u！ld　Verben　im　Text　ist　auch　hi！isichtlich　der

Schw孟er圭gkeit　beim　Dlktat　1｝icht　zu琶bersehe難de　Fa盗or．

1．筆者は1973年以来ずっと第1部ドイツ語学科の2國生に，毎週のLLでの授業の際に課外の

欝き取りを課している，これらの書き取｝）の答案が1977年度末までに1723点集まった。昭和53年

度文部雀科学研究費を得て鷺下それらを整理中である。整理の昌的は書き取りにおける日本人学

潔者の園難点を調盗することであるが，整理作業を通して改めて書き取りにおける困難点とは何

かを考えさせられた。実例を以ていくつかの視点を説明したい。調査の中闇段階でこのように反

省してみることは，今後よりいっそう有効な調査を展開するのに役立つと考える。

　なお，調査に当ってはマークカード検索機ならびに統計機を用いている。資料の数がさほど多

くはないとはいえ，一々手作業によって算えたのでは到鷹正確は期し得ない。又，膨大な時間が

かかりそうである。もっとも，原資料をマークカードの形に変える段階では長い時悶と多くの労

力を必要とした。
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2．ここでいう「書き取1）」とは，約80語～400語から成るテキストの録音を各学生に書き取ら

せる作業である。学生は書き取るに当って時聞の鋼約は受けないし，自由に反覆して聞くことが

できる。辞書その他を参照することも許される。他者に助欝を求めたり亙に根談することも大い

に考えられる。暁闇を制限して教室内で～斉に行う「書き取i）　．｝とは条件が異なる。

　この「書き取り」の爵的は学生にドイツ語の話しことばのいろいろな相に接触させることによ

ってLLでの文型練鷲の一爾性を補うことである。従ってテキスト源としては，話しことばの局

瀟という意味で梢異る録音を利用している。それらは次の三者である。

　　1）　Wilhelm　Berger：：　VISAPRONE　Deutsch

　　　　（Verlag　Hans　Witte，Freiburg　1960）

　　2）　】E【ugo　Mue難el：Deutsch．　Erstes　Buch

　　　　（The　Bruce　Publishing　Company，　Milwaukee　1958）

　　3）　Kulturspiege董aus　Deutschla簸d

　　　　（ln窒ematio鍛es，　Bonn）

これらから毎回一篇適当なテキストを選び，場合によっては畏さを劇って「宿題」とした。

　“VISAPHONE”は家庭でのヨ常生活からテーマを採った散文から成る。　Millerはドイツ語の

入門書であるが，臼常生活に設定した状況の下での会話を提供してくれる。”Kulturspiegel“は

最新のとくに文化的な出来事を放送のアナウンスやインタビューの形式で扱っている。

　下は各々の資料源の実例である。

（ず列　　　1）　　‘‘VISAPHONE”　より。

1）er　Fahrstuh玉

　三mKaufhaus　si録d　wlr　mit　dem　Fahrstuhl　gefahren．　Wiごw◎11重e貧ganz織ach　oben　i韮de益f慧nfte盤

Stock．　Der　Fa戯rstuhl鐡｝rer　fragte　u益s，　wohi難wir　w◎1圭ten．　Dan盤schlo昼er　die　T敬．　Er　drgckte

a縫feinen　Kn◎p£　Gleich　sauste　der　Fahrstu姐hoch．　Oben　6ffnete　der　Fahrstuh　1鐡lrer　d圭e　Tiir，

und　wir　konnten　wieder　hinausgehen．

（例　　2），，Deutsch．　Erstes　Buch“より。

Das　Auto

Der　Ma翻：Was　ist圭◎s？K6nne簸Sie鍛ich£we呈亀er？

Der　Fahrer：茎）er　M◎重or　wi1圭鍛icht　wei亡er．

DeエManh：Der　Wage盤ist　sch◎n　zie認ich　a玉t，　nicht　wahr？Zwanzig　Jahre？

Der　Fahrer：Dαist瓠ter　a韮s　zwa雛zig　Jahre．
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Der　Mann：Das　ist　woh玉das註蓋teste　Au毛o，das　es姦ieτgibt．

1）er　Fahτer：Vielleicht．　Aber　es　f甑rt難och　sehr　g騒t．　Nur　e重was　la鍛gsamer　als　d圭e　A厩os　he厩e．

Der　Mann；K6n益e登Sie　n藍ch重e£was　we至重er　fahren？S主e　halten　3a　de難Verkehr　auf．

Der　Fahfer：Das　macht　nichts．　Der簸ot◎r　ist　zu　he盗．　Der　mu昼ers重etwas　k醗er　werde益．

Der　Mann：Ka難n　lch互㎞e鍛盤lcht　h曲筑？V圭elleicht　is毛es　besse芸，　wlr　sc難ieben　de慕Wage簸etwas

　　　　　　　　weiter　nach　rech重S．

Der　Fahrer：Wo圭sωe琵n　d壼e　n溢chs重e　Ta無ksteHe？Ich　gal登be，　ich　hab’ke圭n　Be泌n　mehr．

Der鍛ann：Auch　das　noc姦！Ohne　Sprit　f遂hrt　selbst　das　beste　A雛◎n圭cht．

Der　Fahrer：Das　wei鋭ch．　Sagen　S至e　mir，　wo　d孟e　n註chste「rankste亘e　ist．

DeτMann：Sie　haben　G殖ck！Die　ist　h三er　gieich　um　die　Ecke．

（例　3）“Kultursp圭gel”より。

Das　Geheim簸is　des　Sonne盤sys重ems

　　Wir　lebe垣n　einer　Wel重so　rapideぎund　dy鍛am圭scher　Ver吾nderungen，w圭e　sie　die　Me難schhei重i無

den　Jahrtause烈den撫res　Daseins　nock　nicht　geka搬｝重hat　Selbst　in　der　kurze無Zei重spa勲薮e　ven

Hiroshima　bis　z競den　M◎登df1琶gen　si薮d　einige　der　dramatischs£e益犠益d　schicksalsschweぎsten

Scha猿spiele　der　Menschheitsgesch圭ch重e慧ber　die　We玉tb樋【魏e　gegange簸．　Was　wir　he縁te｛爽uben，

kann　sich　morgen　als　lllusion，ja　a韮s至rrlehre　e無tpupPen．　D圭e　Welt　waRdelt　eben丑鵬Wertungssys一

重eme　s伽dig．

　　Dieser　revduti◎簸護re　Prozess　began簸schon　vor　4・00　b圭s　50◎∫ahre琵，　als　N熊◎laus　K◎pem汰慧s

das　Ende　des　geoze勲trischen　We玉tb銭des　herbeif鞍hfte囎d　das　her圭oze磁rische翻t　fblge翻en

Thesen　z鷲bewe主se盆such重e：

1．1）ie　Erde　vo11角hrt　i瓢Laufe　eines　Tages　ei無e　Umdrehung　um　ihre　eigene　Achse　i鍛R孟ch重u盆g

v◎nWest盤ch　Ost．　Ein　Be◎bac嬢ef　auf　der　Erde　sieht　dann　alle　Ges重i獄e　ei難e　sc銭e重bare

Beweg撒g　von　Ost　nach　West　ausf漉ren．　2．　D玉e　Eエde　v◎慧f藤r重im　La鷲fe　e圭益es　Jahres　eine無

Umlauf　von　West　nach　Ost　um　im　Raurr｝灘he勲d　a難ge熱ommene　Sonne．　D玉e　scheinbare　Beweg撒g

der　Son簸e孟st　das　Spiegelbild　dieser　Erdbewegung．

　毎年，一年の最初の三分の一の期闘には“VISAPHON”から，続く三分の一には“Mueller”か

ら，最後のE分の一には，，Kulturspiegel”から「宿題1のテキストを選ぶのを例としている。

（例　1＞の，，Del　Fahrstulh”は5月か6月に，，Das　A滋o，’は9月に，，，Das　Geh㎞盆is”は12月

に使っている。いずれもこれまでに三度，つまり別々の学年に三國課し，それぞれ64点，83点，

42点の解答を集め得た。～クラスの学生数は毎年25名前後であるから，一図に集まる解答数はせ
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いぜい20点前後である。

3．Fahrstuh1とAutoとGeheimnisは書き取｝）としての灘かしさ」はどのように違うのだろ

うか。

　外国語の書き取りの「難かしさ」を一般的に定義することは仲々園難である。しかし，それを

聞接的に客観化する規準ともいうべきものはいくつか考えられる。

それは，

　　1）　テキストが読まれるスピード

　　2）テキストに含まれる文の長さ

　　3）テキストの抽象度

である。

　テキストのスピードは，テキスト中の音綴（Sp∫ech認be）と読まれる時間との比率と解する。

文の長さとは，各文に含まれる単語の数で表わす。ここでは句読点は一語に算えない。文は常識

的に文頭を示す活字の間隙から文末を示す読点まで。テキストの抽象度とは，そこに使われてい

るすべての名詞ならびに動詞のうちどれくらいの数が抽象的な意味であるかによって左右される

と考える

　これらの規準をあてはめると下のようになる。

テキスト名 さK）、
3

文の長さ 抽象度

Fahrstuhl

Auto

約4音綴／率少　　糸勺7言蕩

糸㌻4．7音糸装／率少　　　糸勺6書苔

　0／9　（096）

〈抽象的な意味の名詞／名詞の総数）

　　　1／7　　（0．14％）

（抽象的な慧味の動詞／動詞の総数）

　　　2／16　　（0。13％）

7／25　　（0．28％〉

Geheimnis 糸勺4．2音綴／不少　　　糸勺17言吾 35／41　　（35％）

10／10　（1000／o）

　こうして見ると，Fakrstuhlに対してAutoは「速さ」と「抽象度」の数値が後者が上まわっ

ておi），それだけ「難かしい」と欝えそうである。Geheimnisは「速es　」の点では麟二者とほと
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んど変らないにもかかわらず，「文の長さ」と「抽象度」においてははるかに上まわっている。か

なりの「難かしさ」である。

　今「難かしさ」を考える上で参考にすべきデーターとして三者のテキストの書き取りにおける

「誤り」を挙げてみる。「誤り」を次のように解する。

　　1）当該の単語を聞きとれなかった場合，または

　　2）当該の単語のつもりで書いたけれどもそれが誤っていた場合

前者には単語のほか句読点を書き入れていなかった場合をも含める。また，後者には単語のほか

記入した句読点が適当でなかった場合をも含める。これら二種の「誤り」の合計はFahrstuhlで

は282，Autoでは746，　Geheimnisでは1，095であった。句読点をも一語に算えたテキストの語

数に人数を乗じた数を総語数とすると，「誤り」の百分率は下のとおりである。

　　　　　　　　　　書呉り　　　　　　　　総語≡数　　　　　　　　　　　　％

Fahrstuh玉

Auto

Geheimnis

　282

　746

1，095

59言吾〉〈64名m　3，776

生71語×83名＝14，ig3

176言吾×42名＝　7，392

7，5

5．3

14．8

　誤りの多少はすなわち「難かしさiの大小であると考えてよかろうから，Fahrstuh　1はAuto

よりも「難かしい」と欝えそうである。

　しかし，注意すべきなのは学習の進行という要因である。FahrstUh　1は第2学年の授業開始後

平均第7週目に与えられ，Autoは平均第n週目に課され，　Gehe㎞nisは平均第i9週目の「宿題」

である。つまり，学薔者はドイツ語の学力は授業の進行とともに伸びていっていると考えられるので

上の誤答数や誤答率は必ずしもテキストの客観的な「難しさ」を示してはいない。

　しかも，誤答率は結果であってテキストの書き取りにおける「難かしさ」を表わすものではな

い。その上，誤箸率からは具体的な「聞き取りにくさ」というものがどのあたりにあるのかが分

らない。聞き取1）にくさの所在とはつまるところ書き取れなかった単語そのもののことであろう。

書き取れなかった単語を詳しく調べれば，書き取りの「難かしさ」について何か手がかりが得ら

れるかもしれない。

4．上述の「誤り」の各テキストにおける分布は次のとおりである。各単語ならびに各句読点の

下の（　）内の左の数字が上記誤りの1），奮の数字が上記誤りの2）を示す。

Der　Fahrstuhiの場合　　（角纏器数64）

Im　　Kau飯a慕s　sind　　wir　　mit　　dem　Fahrstuh　l　gefahren　．　　　Wlr　w◎llten　ganz
（2，0）　　（0，1）　　（2，0）　（1，3）　（7，2）　（13，0）　　（0，0）　　　（3，1）　（9，0）　（1，0）　（5，0）　（6，0）
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nach　　obe鍛　　短　　　　de篠　f髄n危en　Stock　　．　　　Der　Fahrs綴h玉触rer　fragte　uns　　，
（0，0）　（4，0）　（4，27）　（0，0）　　（0，0）　（0，1）（9，0）（9，0）　　　　（2，0）　　　　（2，0）　（0，4）（玉，2）

woh㎞　　wir　wo蹴e薮　　。　　Da鱒　schlo昼　　er　　die　TUr　　．　　　　£r　d織ckte　auf
（7，5）　（0，2）　（13，3）　（3，4）　（1，5）　　（8，2）　（6，3）（0，5）（6，0）（3，8）　（0，4）　　（1，2）（0，0）

e圭nen　Knopf　．
（0，2）（2，6）（3，0）

G韮eich　sauste　deτ　　Fahごst秘h韮hoc｝≧　　。　　　　Obe擁　6鋤ete　der　　Fah罫st鷲翻鼓hrer　die
　（1，1）　（0，0）　（0，0）　　（0，0）　　（1，0）　（1，0）　（7，5）　（1，6）　　（0，0）　　　　（0，◎）　　　　（1，◎）

TUr　　，　　斑1d　wir　ko礁n重en　wieder】｝曲ausgehen　　．
（0，◎）　（8，2）　（0，0）　（0，0）　（0，0）　　　（0，1）　　（◎，1）　　　　（14，7）

Das　Autoの場合（解答数64）

Der　Mann：　　　Was　ist　　l◎s　？　　K6nnen　S圭e　n圭cht　weitey　？
　　　　　　　　　　　（◎，0）　（0，2）　（0，0）　（2，0）　　（0，4）　（◎，0）　（0，1）（0，◎）　（0，◎）

DeτFahreτ：　　　Der　Motor　w圭皿　簸icht　weiter　．
　　　　　　　　　　　（2，5）　（0，3）　（2，2）　（4，0）　（0，0）（0，1）

1）er　Man薮：　　　Der　Wagen　量st　scho盆ziem互ich　alt　　，　　n圭cht　wahr　？
　　　　　　　　　　　（0，14）　（0，1）　（1，2）　（1，0）　（◎，0）　　（0，1）　（0，1）（0，0）　（0，7）（（），0）

　　　　　　　　　　　Zwanzig　Jahre　？
　　　　　　　　　　　　　（0，重）　（0，1）（3，0）

Der　Fahreτ：　　　Der　　is重　灘ter　als　zw孤zig　Jぬe　．
　　　　　　　　　　　（2，16）　（1，0）（◎，0）（◎，1）　　（3，6）　（0，6）（◎，1）

Der　Mann：　　　　Das　　圭st　　woh王　　das　　灘重este　Au重o　，　　das　　es　hier　gib亀　　．
　　　　　　　　　　　（0，1）　（2，（））　（16，1）（◎，73）　（0，0）　（◎，◎）（（｝，1）（1，0）（◎，2）（◎，◎）（1，◎）（1，1）

Der　Fa蓋rer：　　　Vie翌eicht　　．

　　　　　　　　　　　　　（4，0）　　（1，2）

　　　　　　　　　　　Aber　es　f翫rt　noch　sehf　9鷲t　　．
　　　　　　　　　　　（0，0）（0，0）（0，0）（匪，0）（0，1）（◎，0）（0，0）

　　　　　　　　　　　　N鷲re重w鼠s韮angsamer　a韮s　　　（iie　Autos　he滋e　．

　　　　　　　　　　　（1，0）（1，5）　（0，0）（0，0）（0，1）（0，0）（0，1）（0，1）

Der　Mana：　　　K6nne総　S量e　簸圭cht　e重was　weiter　fahreR　？
　　　　　　　　　　　　（0，0）　（◎，◎）　（◎，0）　（◎，9）　（0，1）　（◎，◎）　（0，◎）

　　　　　　　　　　　　S三e　ha1重en　ja　　de且　Verkehr　auf　　．
　　　　　　　　　　　（0，2）　（1，1）　（1，0）　（0，◎）　　（0，◎）　（0，6）　（2，1）

Der　Fahfer：　　　茎）as　田ach宅鍛ich重s　．

　　　　　　　　　　　（1，0）　（1，2）　（0，2）（2，1）

　　　　　　　　　　　　Der　Mo重or　　圭st　　　zu　　hei昼　　　。　　　Der　　mu昼’erst　　etwas　k灘ter
　　　　　　　　　　　（2，◎）　　（◎，◎）　（0，0）　（0，2）　（7，3）　（15，1）　　（6，◎）　（2，1）　（◎，◎）　（2，0）　（◎，2）

werden　．
　　　　　　　　　　　（0，◎）（0，0）
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Der　Ma総n：

£》er　Fahre1：

Der　Mann：

Der　Fahrer：

Der　Man簸：

Das　Geheimnisの場

　Wir　　leben
（0，10）　（0，2）

　Wle　　　s玉e
（0，3）　（0，0）

gekannt　　　ha重

（1，0）　　（0，◎）　（2，1）

　den　　Mondf1込gen
（0，1）　　（1，0）

spiele　der
　　　　　（2，1）

heute　glauben
（◎，0）　　（0，8）

entpuppeR　　　・
　　（0，9）　　　（5，6）

revoltionまre　Prozess
　　（0，玉8）

Ka舶　　圭ch　】臣men　nicht　helf磯　　？

　（0，1）（0，6）（16，0）（6，◎）　（1，◎）　（0，0）

Vielle三ch重　ist　　es　　besser　，　　　wir　sc娠eben　den　Wage簸etwas
　　（0，◎）　　（1，0）　（0，◎）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0，0）　（0，◎）　（2ラ0）　　（0，0）　　（0，◎）　（0，1）　（0，0）

we圭ter　nach　rech重S　．
　（0，2）　（0，0）　（6，i）　（0，0）

　　Wo　　ist　　denfi　die　醸chs重e　Ta難ksteUe　？
　（◎，1）　（0，3）　（0，王0）　（0，0）　　（1，0）　　（3，1）　　　（0，7玉）

　　Ich　glaube　，　　ich　hab’kein　Benzin　mehr　．
　（0，1）　（◎，2）（0，0）　（0，19）　（4，◎）　（0，0）　　（◎，8）（◎，1）（8，2）

Auch　daS　Roch　　！
　（0，◎）（0，◎）　（0，◎）　（52，0）

Ohne　Spr圭t鋤霊se圭bs重　das　beste　Auto　nicht　　．
　（2，i）（19，0）（0，0）（0，1）（3，1）　（0，0）　（◎，0）（2，20）（8，0）

　1）as　wei6　　ich　　．
（0，6）　（0，0）　（1，14）　（0，60）

Sagen　Sie　m圭r　lieber　，　　　w◎　　die　蕗chste　Tankstelle　孟st　．
　（4，0）　（0，◎）　（8，6）　（0，0）（0，0）　（0，15）　（1，0）　（3，王）　　（0，◎）　　　（7，1）（1，8）

　　S圭e　　habell　G韮Uck　　。
　（0，0）　（0，11）　（1，0）　（3，0）

　　Die　ist　hier　gle圭ch　u瓢　die　Ecke　．
　（歪2，0）　（0，圭）　（0，5）　（0，0）　（0，0）　（2，1）　（圭，0）　（0，0）

　　　　合（解答数　42）

　　in　　einer　　Welt　s◎　rapider　職d　dy簸amischer　Ver註nderungen　，
　（0，G）　（13，15）　（0，0）　（0，6）　（0，0）　（0，5）　　　（1，5）　　　　　　（1，0）　　　　（0，1）

　die　　MeHschheit　　　i難　　　　den　　Jahrtause鍛de！｝　　ihres　　Dase圭簸s　Roch　　無icht

（0，3）　　　（2，9）　　　（0，7）　（◎，1）　　　（24，9）　　　　（1，18）　　（◎，7）　（0，1）　（0，4）

　　，　　Se玉bs主　in　　der　kurze無Zeitspanne　von　H圭roshima　b圭s　　zu
　　　　　　（1，11）（1，0）　（18，0）　（◎，1）　　　（0，20）　　（◎，1）　　（1，2）　　（G，0）（11，0）

　　　　　s魚d　ei登ige　　der　dramatischs‡e鍛　und　schicksalsschwers亀e韮Schau－
　　　　（1，2）　（6，0）　（1玉，0）　　　（2，20）　　　　（0，◎）　　　　　（0，1）　　　　　　（0，12）

Me　nscrtikeitsgeschichte　遠ber　d呈e　Weltb藤ne　gegange織　．　　　Was　wir
　　　　　（5，0）　　　　　　　　（0，0）　（0，8）　　（21，0）　　　（4，6）　　（11，0）　（1，0）　（0，0）

　　　，　　ka照　　SiCh　mOrge難　a1S　IIIUSiO鍛　　，　　　ja　　a1S　　Irrlehre
　　（1，0）　（0，0）　（1，23）　　（0，25）（2，4）　（12，1）　（2，2）　（1，0）　（0，0）　　（0，0）

　　　　　Die　Welt　wandelt　eben　ihre　Wer鰍鍛gssyste斑e　st註職dig　．　　Dieser
　　　　（1，0）　（◎，◎）　（玉，0）　　（1，9）　（0，玉）　　　　　（0，0）　　　　　（0，0）　（0，8）　　（0，0）

　　　　　began難scho簸　vor　400　bis　500　Jahre且　，　　als　Nikolaus
（1，3）　（14，2）　（◎，0）　（1，0）（13，10）（◎，2）（0，0）　（1，8）　（0，1）（6，8）　（0，1）
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Kopem舳s　das　£簸de　des　geoze雄ische豊W¢1tb撚es　herbe至蝕蜘　und　das
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0，0）　　　　　（6，1）　　（1，0）　　　（15，◎）　（2，3）　（6，7）　　　　（0，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28，6）

heriozentrische　面t　fblge鶏de鍛　These漁　　zu　beweisen　such重e　　：　　1．　　　D圭e　Erde
　　（17，17）　　　（0，2）　（10，14）　　（2，6）　（1，0）　　（0，◎）　　　（0，1）（2，0）（1，0）　（0，2）（1，0）

vollf漉rt　　im　　Laufe　eines　Tages　e頭e　Umdreh膿g　um　　ihre　　eigene　Achse　　圭盆
　（1，0）　　（0，G）　（0，1）　（1，1）（0，0）（3，0）　　（1，6）　　　（6，3）　（23，0）　　（1，0）　（0，0）　（0，1）

Rich加ng　vo簸　West　　照ch　　Os重　　．　　　Ein　Beobachter　auf　der　Erde　　sieht
　　（0，0）　（0，1）　（◎，4）　（0，1）　（12，3）　（0，6）　（0，5）　　（玉，2）　　（0，0）（24，4）　（1，14）（1，0）

dann　alle　Gestime　ei鍛e　scheinbare　Bewegung　v◎n　Ost　　nach　West　aus負lhren　．
（1，6）（2，2）　　（0，2）　（1，2）　　（◎，0）　　　（2，4）　　（G，1）（Q，1）（0，17）（0，3）　　（1，1）　（1，2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　2．　Die　　Erde　vo薮fUhrt　im　Laufe　ei葺es∫ahres　eineR　Um圭auf　vo鍛　West　nach
（0，0）　（王，8）　（0，14）　　（0，0）　（0，0）　（0，2）　（1，0）　（8，2）　（0，0）　（6，2）　（3，15）（1，12）（10，6）

Ost　　um　　　die　　im　　Raum　ruhend　angenommene　Son難e　！　　　Die　schei曲are
（0，0）　（7，0）　（0，15）　（6，2）　（0，韮4）　　（0，2）　　　　（7，韮）　　　　　（2，0）　（3，0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0，9）　　（4，0）

Bewegung　der　Sonne　ist　　das　Spiege韮b釧d　dieser　Erdbewegung　　。
　（1，16）　　（1，0）　（7，1）　（1，0）　（1，3）　　（0，12）　　（11，0）　　（0，0）　　　（3，◎）

　各々の単語ならびに句読点の「誤答率」はお互に異なっている。例えば，，，Fahrstuhi‘‘では第

21番冒のFahrstuhlft｝hrerを誤った者（厳密には聞き取れなかった者）が2名あるのに（3．1％〉

第50番霞のFahrstuh　lftihrerを誤った者は皆無である（つまり誤答率0％）。三つのテキストの全

単語ならびに全旬読点をここに書う「誤答率」の低い順に並べたものが下の表である。

一
ア
誤キス （例1）1）eτFahrs臓h1 （例2）Das　Auto （例3）Das　Gehe翻盤至s
答
ト
率
（59語，64点） （171語，83点） （王76語，42点〉

Fahτstuh里，nach，　den， Was，圭os，　Sie，weiteτ， ln，　Welt，　rapider，　sle，

鎖n衰en，　auf，　sauste，　der， （？），mehr，　ziemlich，且icht， nich亀，　hat，　b三s，　uれd，慧beτ，

Fahrstuhi，　der，　Fahrstuh里一 （？），altα，　alteste，　Auto， wiτ，　heute，　kann，　als，

描rer，　T負r，　und，wir， hier，　Aber，　es，鋤挫，　g就， Irrlehエe，Welt，　We鵡ngs・

ko盤nten　　　　（14語） （．），1angsa狙er，　a玉s，　Autos， systeme，　st益ndig，　Diese，

K6nne鍛，　Sie，　n圭cht，　fahτen， scho簸，500，Weltbildes，

0
％

（？），den，　Verkehr，　M◎tor，

isちersちwefden，（．），（？），

Vieileicht，　es，　besser，（，），

beweisen，　im，Tages，　Achse，

照chtung，　auf，　sche圭nbare，

2），vo11撒t，　im，　ei無en，

亀 sch量eben，　den，　e重was， Ost，　Er（圭bewegung　〈3畦語〉

nach，　C），　die，（，），　kein，

Ach，　das，　noch，　f淺hrt，

beste，Auto，　we量昼，　Sie，

heber，（，），　Tankste難e，Sie，

gie呈ch，　u鶏篠，（．）　　　　　（61言吾う

Im，　Kaufhans，　sind， ist，（？），K6n】ユe盤，nich重， 玉iben，　Ve鍛簸de玄ungen，（，），

gef漉ren，　Wir，　Stock， Mot◎r，　wi11，簸ich宅，（．）， δe鍛，薮OC難，geka難穀t，　i難，
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Fahratuh1樋τer，倉agte， Wagen，ist，　scho簸，　alt， kurze簸von　de漁Mond・　　　　　，　　　　　，　　　　　　　　　　　　　，

（，），W三r，　dr慧ckte，　einen， （，），zwanzig，油re， 艶ge鍛，　SChiCkS証SSChWerSten，

91eich，　hoch，（。），　die， （？），isちa1S，　Z照難zig，（．）， Was，（，），3a，　Die，　wandelt，

0 wiedeτ，　hi麓ausgehe離
Das，　ist，（，），　das，　es，　gibt， 廼re，　Vor，　bis，（，），　Nikolaus，

％ （18語） （．），Vie嚢e圭cht，（．），離◎ch， Koper厳簸くUS，　geozentrischen，

以
上

sehτ，　Nur，　die，heute，（．），

weitef，　Sie，ha鴛en，　laも（．），

翻tzu，　suchte，（．），1），　Die，

E∫de，　VOll蝕rちLau飴，　ei簸es，

5 Das，　m段cht，捻ichts，（．）， eigene，　iR，V◎n，　Rach，　sicht，

％
以
下

Deτ，　zu，muβ，　etwas，

k銭lter，　Ka鍛n，hel免亘，　ist，

gestime，　von，　Osちaus飾hre簸，

Lau琵，至enes，臓hend，　S◎nne，

wir，　Wage籍，　wei重er，　w◎，ist， der，　ist　　　　　　　　　　（49言吾）

簸溢chste，τaakstelle，lch，

g玉a縁be，hab’，憩ehτ，　Ohne，

selbst，　das，　Sagen，　die，

掩chste，GIUck，（！），ist，d呈e，

Ecke　　　　　　　　　　　　　　（74語）

5
wir，　WO王1ten，　gang，　obe韮， Der　wahτ，　Jah£e，　etwas， wir，　die，（．），　Hirosh圭搬a，

％10
疑ns，　Da照，　die，TOr，Er， auf，　Deτ，童ch，難icht，　rechts， sind，　der，（，），P芸◎ze昼，und，

以％ （．）　　　　　（10語） Benzi鍛，（。），Das，　isちhier eine，　West，　Beobachter，　alle，

上以
　下

（14語〉 ei簸e，　West，（。），（．），　schei鍛一

bare，　das，⇔　　　（20語）

10

％15
以％

mit，　C），　C），　Der，（．），　ef，

Knopf，6f｛hete　（8語）

etwas，　hei誌，　denn，（．），（．），

haben，　Die　　　（7語）

so，und，　dy簸amischer，

e董nige，　Menschheits・

上以 geschichte，　als，　Ende，（．），

下 Ei簸，　Bewe騨g　（10語）

15
dem，　wohin，schめ昼，（．）， Der，（．）Jhne鍛，ich，　nur， is，　Dasei鍛s，　die，9至aube鍛，

％20 Ober1，（，）　　　　　　　（6言蕎） wo　　　　　　（6語） （．），herbe髄hrte，　These無，

以％ Dτehu簸9，　dann，　U搬玉auf，

上以
　下

　　　　　，

um，王苅窪，　ange簸O㎜e鍛e，

S◎簸ne　　　　　　　　　　（14霞吾）

w◎11重en　　　　（1語） Def，w◎h｝，　ich，　Sprit， W主r，Me狼schheit，　Se重bst，

20

％30
以％
上以

nicht　　　　　　　　　　　　（5言吾） zu，　der，　Schauspie里e，

gegange録，（．），　e盤tpuppen，

（．），ebe鍛，　Jahτen，um，　Dle，

下 Jahres，　Die，　Spiegelbild，

dieser　　　　　（18語）

3040
％％

（．）　　　　　　　　　　（1言吾） 1里lus呈◎簸，　began無，　als，　das，

以以 des，　Ost，　Erde，£rde，　West，

上下 nach，　die，　Raum　（12語）

4050

％％
以以

魚　　　　　　（1語） ぬres，　der，　Ze至tspa脇e，

Weltb曲ne，　rev◎1ution激e，

上下 nach，　von，3ewegu韮9（8語）
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5060
％％
以以
上下

dramatischsもen，　sich，

morge疏，400，f◎1genden，

鰍e　　　　　　（6語〉

6070
％％

響
（！）　　　　　　　（1語） ei鍛er，　deぎ　　　　（2語）

7（》80
％％以以L　l・

（．）　　　　　　　（1語） ∫ahごta恥ender　　（1語）

8090
％％以以L　l・’

das，（？）　　　　（2語） das，　heriozent！謹sche（　2言吾）

　ヂ学習の進行」という要因はこうして見るとはっきりと認められる。Autoでは正解をも含め

て誤答率5％以下の語がテキストの総語数の約8割を占める。Falrrstuhlでは誤答率5％以下の

語はテキストの総語数の約5割である。FahrstuhlとAutoとは，先述の基準に照らせば抽象度

の点で後者がやや高度である外はほぼ匹適するテキストである。したがって，この「のび」は学

生がドイツ語に慣れた結果と考えられる。又，文の長さと抽象度にかんしてAutoをはるかに上

廻るGeheimnisにおいて誤答率5％以下の語がほぼ5割に近いことも，学習の進行に伴う「成果」

と見てよかろう。

　このように上の表はf学習の進行」によって色づけられてはいるけれども，書き取りの灘か

しさ」にかんしてなお示唆するものを含んでいる。それは逆に誤答率が高い語である。上の表に

見られるとおり学習の進行に応じて誤答率は抑制される反薦，数は少いながら誤答率の高い語が

存在している。これらは学習の進行によるドイツ語への慣れにもかかわらず聞き取りにくかった

語とみなすべきである。そして，それらが書き取りに際して鵬難を呈していると考えるべきであ

る。それらを誤答率の高い順に書き出してみる。（）内は二種の誤りの回数ならびに誤答率（％）。

　Fahrstuh1．．．短（4127；48．4），　wo翫en（13！3；25．0），　dem（1310；20．0）

　Aut◎。．＿．．．das（◎！73；88．0），　nicht（2120；26．5），　Sprit（1910；22．9），　ich（◎119；22．9），

　　　　　　　Der（2116；21．7），　wohi（歪611；205）

　Gehei1nnis。．．Jahrtausend（2419；78．6），　eiRer（13！15；66．7），　de；（2414；66．7），　morgen

　　　　　　　（◎！25．59，5），sich（1123；57．1），欺re（2310；54．8），　dramatischsteA

　　　　　　　（2120；52．4），weltb薗ae（2110；50．0）

　Geheimnisでは誤答率50％以上のものを，　Falli；stuhlとAutoでは20％以上のものをすべて選

び出した。FahifstUhlではwohinが18．7％でwohlに接近しているが，　wohinは第～種の誤りが

7，第二種の誤1）が5という内訳で，wohlのように第～の誤1）が第二の誤｝）を圧倒している訳

ではない。

　これらの誤｝）には，Geheimnlsのeinerを例外として，誤りの種類がどちらかに強く片寄って

いることが特徴として認められる。つまり学生はこれらの単語をもともと聞き取ることができな

かったか，聞き取ったつもりでも正しくは聞きとっていなかったのである。それらは贔詞別に見
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るならば，Fahrstuh　1では前置詞と抽象的意味の動詞と冠詞であり，　Autoでは指示代名詞なら

びに人称代名詞，否定の副詞ならびに推論の副詞である。具体的な意味の名詞としてのSpritが

例外である。この俗語は二鳳生にとっては恐らく以前に耳にしたことのないことばであろう。他

はすべて概念的内容に乏しいか皆無の贔詞であり，むしろ関係を示すか話者の心的態度を表わす

品詞である。Geheimnisからの8語も，そのうち5語は冠詞，代名詞，副詞であり，残る3語が

名詞と形容詞である。しかもこれらは3語とも抽象的意味である。

5．以上の観察から次のような推論を樹て，今後の資料調査によってそれを補強したい。それは，

　　1）書き取りのテキストの「難かしさ」に決定力のある品詞は冠詞，代名詞，前置詞，畠ll詞

　　　である。

　　2）問様に決定力があるのは抽象的内容の名詞，動詞、形容詞である。

　ただ，この「難かしさ3は主に聞き取りの園難を意味しているのであって，テキストの内容の

理解についても同じように当てはまるかどうかは別の考察を要する。又，今回の考察では捨象し

てあるが，聞き取りにくさには音声上，音響上あるいは録音上の問題があることは言うまでもな

い。
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